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第５章　衛　生　費
第１節　保健衛生費

1　保健衛生総務費
（1）一般諸経費
ア　AED（自動体外式除細動器）配備
　市内の全公共施設、区民館等にAEDの配備を進め、市民の安心・安全を確保しました。
　AED223 台（うち区民館等 125 台）・トレーニング用 2セット　賃借料　624 万 8,688 円

イ　新型コロナウイルス感染症自宅療養者等支援委託料
　法令に基づき、市内在住の新型コロナウイルス感染症における自宅療養者及び濃厚接触者に日常生活
を営むために必要な食事や飲物を提供しました。

対 象 者 人　数（人） 金　額（円） 委 託 先 契 約 方 法
自 宅 療 養 者 1,534 7,794,701

㈱杏林堂薬局 随意契約濃 厚 接 触 者 449 2,282,030
計 1,983 10,076,731

（2）市単独運営費補助金
二次救急医療機関補助金
　脳神経外科における二次救急（重症患者の受入れ）の診療体制を維持・確保するため、一般財団法人富
士脳障害研究所に対し、386 万 6,000 円を補助しました。

（3）新型コロナウイルス感染症検査事業
新型コロナウイルス感染症検査事業費補助金
　新型コロナウイルス感染症の症状はないが感染の懸念がある市民等を対象に市内の医療機関でPCR等検査
を受検できる体制及び検査費用の補助制度を構築し、343件の検査を実施し827万円を補助しました。

（4）新型コロナウイルス感染症検査キット配布業務
　新型コロナウイルス感染症の感染急拡大に伴う発熱外来の逼迫の軽減を目的に、比較的リスクの小さい有症状
者に、抗原定性検査キット等を配布しました。

成果等
市内在住の有症状者合計 4,560 人に対し、抗原定性検査キット 9,120 個を配布しました。

名　　　　称 概　　　要 金額（円） 委　託　先 契 約 方 法

新型コロナウイルス感染症
検 査 キ ッ ト 配 布 業 務

検査キット配布に
係る事務の包括委託 36,527,341 シミックソリューションズ㈱ 随意契約

2　保健センター・救急医療センター費
（1）一般諸経費
救急医療協力促進（輪番在宅制）
　一般社団法人富士宮市医師会に委託して、輪番在宅制（特定診療科目）による第1次救急医療を実施しました。
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ア　委　託

名　　　　称 概　　　要 金額（円） 委　託　先 契 約 方 法

救急医療協力促進業務
（輪番在宅制） 産婦人科及び眼科 4,426,400 一般社団法人

富士宮市医師会 随意契約

イ　診療体制

診 療 科 目 診 療 日 診 療 時 間 医 療 機 関

産 婦 人 科 日曜日 午前 9時〜午前 0時 輪番在宅制による市内の関
係医療機関

眼 科 休日及び年末年始 午前 9時〜午後 5時 輪番在宅制による市内及び
富士市の関係医療機関

（2）保健センター救急医療センター維持管理費
委　託

名　　　　　　称 概　　　　要 金額（円） 委　託　先 契約方法
清 掃 業 務 日常・定期清掃、ビル管理 7,392,000 ㈱協栄静岡支店 指名競争入札
空 気 調 和 設 備
保 守 点 検 業 務 空調設備年間２回定期保守点検 2,750,000 ㈱小野田総合設備 指名競争入札

（3）救急医療センター運営事業
　富士宮市救急医療センターは、平成 18 年度から富士宮市救急医療協会を指定管理者として、平日夜間、
休日等の一次救急の診療を行っています。
ア　指定管理者による管理

名　　　　　　　　称 概　　　要 金額（円） 指 定 管 理 者
救急医療センター管理運営業務 管理運営 269,695,153 富士宮市救急医療協会

イ　診療体制

診 療 科 目 診 療 日 診 療 時 間 医 療 機 関

内 科
小 児 科
外 科

平日 午後 7時〜翌日午前 8時

救急医療センター
土曜日及び日曜日 土曜日の午後 2時〜月曜日の午前 8時

その他の休日及び年末年始 午前 8時〜翌日午前 8時

歯 科 休日及び年末年始 午前 9時〜午後 5時

成果等
　一般社団法人富士宮市医師会、一般社団法人富士宮市歯科医師会及び一般社団法人富士宮市薬剤師会並び
に浜松医科大学、順天堂大学、聖マリアンナ医科大学及び東京慈恵会医科大学の協力を得て、1万 1,196 人（内
科 4,267 人、小児科 2,265 人、外科 4,481 人、歯科 183 人）の救急患者を診療しました。

３　予防費
（1）予防接種事業
　予防接種法に基づく予防接種業務及び任意予防接種の助成事業を実施しました。
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ア　定期予防接種及び任意予防接種助成件数� （単位：人）
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延べ人数 0 5,065 2,723 936 1,599 692 2,699 2,697 2,015 1,914 1,275 20,818 1,188 209 81 1,402 45,313

任意予防接種 成人用肺炎球菌 風　　し　　ん 麻しん・風しん混合（MR） 合　計
延べ人数 29 5 26 60

イ　手数料

名 称 概 要 金 額（ 円 ） 実 施 先
予防接種業務 個別接種 30,989,074 富士宮市立病院

�
ウ　委　託

名　　　　　称 概　　　　　要 金　額　（円） 委 託 先 契 約 方 法

予防接種業務 個別接種 289,045,383 一 般 社 団 法 人
富士宮市医師会ほか 随意契約

成果等
　予防接種事業の実施に当たり、医師会等の協力を得ながら安全かつ確実な接種の実施に努めました。ヒト
パピローマウイルスに関する積極的な情報提供を行うとともに、小児がん等の治療による再予防接種の助成
を開始し、接種機会の提供と保護者の経済的・心理的支援に努めました。

（2）新型コロナウイルスワクチン接種事業� （単位：人）

65 歳 以 上 12 〜 64 歳 5 〜 1 1 歳 6 カ月〜４歳
１回目 36,425 70,406 2,308 135
２回目 36,359 70,063 2,227 127
３回目 35,252 54,818 915 17
４回目 32,110 31,650
５回目 25,565 6,252

委　託

名　　　　　称 概　　　　　要 金　額　（円） 委 託 先 契 約 方 法

新 型 コ ロ ナ
ウイルスワクチン
接 種 業 務

集団接種 490,056,207
株式会社メディカル・
コ ン シ ェ ル ジ ュ
富士宮市医師会�ほか

随意契約

市内医療機関個別接種 295,791,307 一 般 社 団 法 人
富 士 宮 市 医 師 会 随意契約

市外医療機関接種 368,611,756 公 益 社 団 法 人
日 本 医 師 会 随意契約

接種体制確保 162,735,155 ㈱ 東 海 道シグマ、
西 濃 運 輸 ㈱ ほ か 随意契約

成果等
　新型コロナウイルスワクチン接種事業に当たり、医師会等の協力を得ながら安全かつ確実な接種の実施に
努めました。また、庁内で立ち上げたプロジェクトチームにおいてより多くの市民が接種できる体制を確保
しました。
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　65�歳以上の２回目接種率は 94.0�%�、３回目接種率は 90.2%�、４回目接種率は 82.0%�、12 歳から 64�歳ま
での２回目接種率は 89.7％、3�回目接種率は 69.8%�、4 回目接種率は 40.3% でした。
　令和４年度より生後６か月から４歳までの接種が開始となりましたが、接種率は 3.5％と低く、定期予防
接種との兼ね合いも含め、今後の課題となります。

4　母子保健活動費
（1）乳幼児健康診査事業
　母性の保護及び乳幼児の健全な育成を図ることを目的に、発達段階に応じた各種保健事業を実施しました。
ア　1歳 6か月児及び 3歳児健康診査
　身体発育及び精神発達の面から最も重要な時期である 1歳 6か月児及び 3歳児に対して、総合的な診
査を実施しました。

ア　1歳 6か月児健康診査

回数 対象者数 受診者数 内科健康診査 歯科健康診査 保健指導 栄養指導

24 回 693 人 678 人 678 人 678 人 678 人 185 人

イ　�3 歳児健康診査

回数 対象者数 受診者数 内科健康診査 歯科健康診査 眼科写真撮影者数 保健指導 栄養指導

24 回 828 人 813 人 813 人 813 人 813 人 813 人 137 人

眼科写真撮影者数のうち医療機関受診者の内訳� （単位：人）

受診者数 異常なし 経過観察 要検査 要治療
91 17 45 13 16

イ　乳児健康診査
　乳児の疾病の早期発見及び適切な保健指導を図るため、指定医療機関で 4か月児健康診査及び 10 か
月児健康診査を実施しました。
ア　実施状況� （単位：人）

区 分 対 象 者 数 受 診 者 数 要精密検査・経過観察及び治療中
4 か月児健康診査 696 677 61
10 か月児健康診査 707 687 83

イ　委　託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契 約 方 法

乳児健康診査業務 個 別
4・10 か月児 8,747,332 一般社団法人静岡県医師会ほか 県へ委任

成果等
　診察等の結果に基づき、病院受診を勧め、早期治療に努めるとともに、継続的に支援の必要な乳幼児につ
いては、事後フォロー教室につなげる等支援を行いました。また、全ての乳幼児健康診査未受診者に対して
家庭訪問等の対応を行い、状況の確認に努め、受診の大切さを指導しました。
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（2）不妊・不育症治療費助成事業
　少子化対策の一環として、子どもを望んで不妊・不育症治療をしている夫婦に対し、経済的負担を軽減
するため、医療費の一部を助成しました。

助成延べ件数（件） （再掲）不育症（件） 母子健康手帳交付者数（人） 助成額（円）
159 3 44 23,280,500

成果等
　不妊・不育症治療をしている夫婦の経済的負担を軽減するとともに、母子健康手帳交付の実績もありました。

（3）妊産婦等健康診査事業
　妊娠中の急激な母体変化による異常や胎児異常の早期発見を図るため、公費負担による妊婦健康診査を
実施しました。また、産後うつの予防や早期発見のため公費負担による産婦健康診査を、聴覚障害の早期
発見のため新生児聴覚検査費の一部助成を実施しました。

ア　実施状況� （単位：人）

区 分 交付延べ数・対象者数 受 診 延 べ 数 要精密検査・治療・指導延べ数

妊 婦 健 康 診 査 9,236 8,359 792

産 婦 健 康 診 査 1,326 1,302 154

新生児聴覚検査 672 659 6

イ　委　託

区 分 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

妊婦健康診査業務 個別 60,612,220 一般社団法人静岡県医師会ほか 県へ委任

産婦健康診査業務 個別 6,220,000 一般社団法人静岡県医師会ほか 県へ委任

新生児聴覚検査業務 個別 2,742,100 一般社団法人静岡県医師会ほか 県へ委任

ウ　助成金

名　　　称 概　　　要 金　額　（円）

妊婦健康診査助成金 指定外医療機関受診償還払 1,078,430

産婦健康診査助成金 指定外医療機関受診償還払 254,188

新生児聴覚検査助成金 指定外医療機関受診償還払 141,700

成果等
　妊産婦支援について、医療機関からの連絡により、支援が必要な者を早期に把握し、早期に支援を開始し
ました。

（4）母子教育・相談事業
ア　もうすぐパパ・ママ学級
　健康な赤ちゃんを産み育てるために、妊娠・分娩・育児についての相談指導を行うとともに父親の育
児参加のための学習を実施しました。
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回数 対象者数
（初妊婦）

出 席 者 数
初妊婦 父親 その他

実数 延べ数 実数 延べ数 延べ数
16 回 275 人 121 人 222 人 109 人 131 人 0 人

イ　健康教育
　健康の保持増進及び子どもの健やかな発達を支援するため、健康教育を行いました。

区 分 内 容 実 施 場 所 実施回数（回） 人数（人）

健 康 教 育
育児・食事・事故防止等 保健センター、保育施設、

区民館ほか 108 1,429

歯みがき指導 保育施設、小中学校ほか 47 2,085

合　　　　　　　　　　　計 155 3,514

ウ　健康相談
　家庭における健康管理及び育児不安の軽減を目的に、心身の健康について指導及び助言を行いました。

名　　称 内　　　　　　　　　容 実 施 場 所 実施回数（回） 人数（人）

母 子 健 康 相 談 保健・栄養・歯科相談 保健センターほか 随時 3,901

6 か月児健康相談 計測・保健・栄養・歯科指導 保健センターほか 24 645

エ　う歯予防対策
　歯質の強化等によるむし歯予防及び歯の健康意識高揚のため、フッ化物を利用した事業を行いました。

対 象 者 内 容 実 施 場 所 実施回数（回） 人数（人）

幼 児 ・ 障 が い 児 フッ化物塗布 保健センター 22 250

幼児（年中児・年長児） フッ化物洗口 保育園・幼稚園
（31 園） 週 5 1,747

合　　　　　計 1,997

オ　乳児家庭全戸訪問（こんにちは赤ちゃん訪問）
　生後 4か月までの乳児のいる家庭を訪問し、児の発育や産婦の心身の状態を把握し、子育てや健康管
理に関する指導及び助言を行いました。

対 象 者 数 訪 問 数

691 人 681 人

成果等
　各種健康教育や健康相談を通して、子どもの健やかな発達のため啓発や支援に努めました。
　なお、乳児家庭全戸訪問に関しては、他市町との相互協力による訪問や保健センターへの来所により、対
象者全員を把握しました。
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５　保健対策推進事業費
（1）健康推進啓発事業

健康づくり、自殺予防の意識の普及啓発に努めました。

名　　称 内　　　　　　　　　　　　　　　　容 参加者数（人）

講�演 �会
「思春期のこころとストレス」「こころのサインの受け止め方」
「SOSの出し方教育」「子どもの SOSへの対処法」
� エムオーエー奥熱海クリニック　佐久間哲也医師

396

（2）保健委員活動事業
　保健委員を行政区ごとに 1人又は 2人（総数 139 人）に依頼し、健康について学習したことを地域の住
民に伝えていく等、地域に密着した保健活動の推進に努めました。

活 動 内 容 回　 数　（ 回 ） 参加者数（人）
保健委員研修（全体研修・支部定例会） 67 745
地 域 健 康 づ く り 事 業 470 4,872

６　健康増進事業費
（1）健康教育

生活習慣病の予防、介護予防など健康の保持増進について、健康教育を行いました。

区　　分 内　　　　　容 実施場所 回数（回） 人数（人）

健康教育
生活習慣病の予防等 公民館ほか 117 2,094
介護予防 公民館ほか 170 2,899

（2）健康相談
　生活習慣病の予防、介護予防などの健康増進に関する指導及び助言を行いました。

区　　分 内　　　　　容 実施場所 回数（回） 人数（人）

健康相談
保健・栄養・歯科・運動相談 保健センターほか 606 1,259

介護予防 保健センターほか 65 1,020

（3）健康診査事業
がん、骨粗しょう症、歯周病等の早期発見とその予防を図るため、各種健康診査を実施しました。

ア　�実施状況

区　分 胃 が ん
検 診

大腸がん
検 診

結 核 及 び
肺がん検診

子宮頸がん
検 診

乳 が ん
検 診

前 立 腺
がん検診

肝炎ウイルス
検 診

骨粗しょう症
検 診

歯 周 病
検 診 健康診査

受診者数
（人） 7,230 9,581 14,510 2,635 2,666 3,911 926 288 215 31

がん発見者数
（人） 25 19 2 1 8 20 ※６

� ※　�感染している可能性が極めて高い人
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イ　手数料

名 　 　 称 概 　 　 要 金 額 （ 円 ） 実 施 先

乳がん検診業務 個　別 3,695,508 富士宮市立病院

胃がん検診業務 新型コロナウイルス感染拡大防止のため令和４年度は実施せず。

ウ　委　託

名　　　　　称 概　要 金額（円） 委　　　託　　　先 契約方法

健 康 診 査 業 務

個 別 134,895,330 一般社団法人富士宮市医師会 随意契約

集団・個別 4,275,518 共 立 蒲 原 総 合 病 院 組 合 随意契約

集団・個別 836,599 清 水 厚 生 病 院 随意契約

集 団 5,553,120 公益財団法人静岡県予防医学協会 随意契約

集 団 18,336,240 社会福祉法人聖隷福祉事業団 随意契約

胸 部 検 診 業 務 集 団 36,604,203 公益財団法人結核予防会静岡県支部 随意契約

乳がん・骨粗しょう症検診業務 集 団 9,605,430 一般財団法人東海検診センター 随意契約

成果等
　死亡原因第 1位のがんによる死亡を減少させるため、がん検診の啓発や特定年齢に達した者に子宮頸がん・
乳がん検診が無料となるクーポン券を送付し、受診率向上に努めました。

（4）訪問指導事業
　生活習慣病の予防を目的に訪問指導を実施しました。

内　　　　　　　容 実人数（人） 延べ人数（人） 備　　　　　考

検 診 等 要 指 導 者 270 374 随　　時

（5）うつスクリーニング事業
　自殺の主な原因となるうつ病を早期発見し、早期受診に結びつけるためのスクリーニングを実施しました。

区分 実施者 要対応者
対 　 　 応 　 　 結 　 　 果

改善 治療中 病院紹介 相談機関紹介 経過観察 その他

実施人数（人） 6,642 37 16 7 0 9 5 0

成果等
　うつスクリーニングにより、気になる人等を相談機関に紹介し、早期対応に結びつきました。また、多く
の人にうつスクリーニングを実施することで啓発にもつながりました。

７　環境衛生費
（1）市営墓地管理事業
指定管理者による管理

名 称 概 要 金　 額　（ 円 ） 指 定 管 理 者

富士宮市営墓地管理業務 維持管理 8,380,370 公益財団法人富士宮市振興公社
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（2）富士山麓環境パトロール事業
　富士山麓環境パトロール隊 18 人が、主に廃棄物の不法投棄について富士山麓一帯を中心にパトロール
しました。���
　6 地域（6班）に分かれて、年間 42 回のパトロールを実施し、発見した不法投棄廃棄物については、関
係機関と協議し、適正に対応しました。

�
（3）環境衛生推進事業
ア　防疫業務
　地域の防疫として、自治会（区又は町内会）へ衛生害虫駆除の薬剤の配布及び薬剤噴霧機の貸出しを
行い、衛生害虫の駆除に努めました。
駆除用薬剤の購入

名　　　　　　　　　称 数量 金額（円） 購　入　先 契約方法

成虫駆除剤（水性乳剤）（500㎖入） 30 本 123,750

おくとう薬局 随意契約
（見積り合わせ）

幼虫駆除剤（乳剤）（1.8ℓ入） 120 本 1,372,800

幼虫駆除剤（デミリン発泡錠）（2錠× 100 包） 30 袋 192,720

害虫駆除剤（シャットアウト SE）（3kg 入） 40 袋 102,300

合　　　　　　　　　　　　計 1,791,570

イ　狂犬病予防業務
　狂犬病予防法に基づき、犬の登録事務及び狂犬病予防注射済票の交付事務を次のとおり実施しました。
また、犬の放し飼い、散歩の際のふんの始末等の問題に対する指導及び啓発を行い、適正な飼い方の意
識の向上に努めました。

名 称 件　　　　　　 数　　　　　（ 件 ）

犬 の 登 録 616（28）

犬 の 鑑 札 の 再 交 付 14 　�

犬 の 狂 犬 病 予 防 注 射 済 票 交 付 7,100（55）

犬の狂犬病予防注射済票再交付 1　

　※　括弧内は盲導犬の件数

８　環境対策費
（1）再生可能エネルギー推進事業
ア　創エネ・蓄エネ機器等設置費補助金
　二酸化炭素排出量の削減及び蓄電池等の利用による電力のピークカット、ピークシフトを推進するた
め補助事業を実施しました。
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ア　補助金交付件数及び交付金額

補助金交付件数（件） 交付金額（円）

277 36,700,000

※　補助金交付件数は、補助金の受給者数であり、受給者が同時に複数の対象機器の交付を受けた場合も 1
件とする。

イ　機器別内訳

対 　 　 象 　 　 機 　 　 器 補助件数（件）� 交付金額（円）�
太陽光発電システム 154 17,380,000
家庭用燃料電池（エネファーム） 16 1,600,000
家庭用ガスコージェネレーションシステム（エコウィル） 0 0
定置用リチウムイオン蓄電池 145 14,500,000
ビークル・トゥ・ホームシステム 4 200,000
クリーンエネルギー自動車 46 2,300,000
HEMS（ホーム・エネルギー・マネジメント・システム） 72 720,000
自治会（太陽光発電システムと蓄電池） 0 0

イ　地域循環共生圏推進事業
　地域の課題解決に向けた仕組みづくりや事業化等の支援を行うため、合同会議や世話人会議の開催、
視察研修の実施、オンラインセミナーを実施しました。
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委　託　先 契約方法
富士宮市地域循環
共生圏推進協議会
運 営 支 援 業 務

富士宮市地域循環共生圏
推進協議会の運営支援 1,496,000 一般社団法人

静岡県環境資源協会 随意契約

（2）地球温暖化対策事業
　家庭や学校で、省エネルギー、省資源活動、ごみ削減などの環境活動を推進することにより、二酸化炭
素排出量の削減など、環境への負荷の低減に努めました。
アース・キッズ事業
　東小学校、大宮小学校、貴船小学校、大富士小学校、富士根北小学校、富丘小学校、富士見小学校がアー
ス・キッズ事業に参加し、地球温暖化について学び、自分たちができることは何かを考え、家庭の中で「環
境リーダー」として環境活動に取り組みました。
　参加校　7校　合計 632 人
委　託

名　　　　　称 概　　　　　　要 金額（円） 委　　託　　先 契約方法

アース・キッズ事業 地球温暖化防止活動プログ
ラムの実施 2,412,570 特 定 非 営 利 活 動 法 人

アースライフネットワーク 随意契約

（3）ゼロカーボンシティ推進事業
ア　事業者向け創エネ・蓄エネ機器等設置費補助金
　二酸化炭素排出量の削減及び蓄電池等の利用による電力のピークカット、ピークシフトを推進するた
め補助事業を実施しました。
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ア　補助金交付件数及び交付金額

補助金交付件数（件） 交付金額（円）

６ 1,390,000

※　補助金交付件数は、補助金の受給者数であり、受給者が同時に複数の対象機器の交付を受けた場合も 1
件とする。

イ　機器別内訳

対 　 　 象 　 　 機 　 　 器 補助件数（件）� 交付金額（円）�
太 陽 光 発 電 シ ス テ ム ４ 1,190,000
定 置 用 リ チ ウ ム イ オ ン 蓄 電 池 １ 100,000
ビ ー ク ル・ ト ゥ・ ホ ー ム シ ス テ ム ０ 0
ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー 自 動 車 ２ 100,000

イ　再生可能エネルギー設備導入可能性調査等支援事業
　2050 年の脱炭素社会の実現に向けて、本市公共施設においても太陽光発電設備等の導入を推進して
いくため、各施設において太陽光発電設備等の導入可能性調査を実施しました。
委　託

名 称 概 要 金額（円） 委　託　先 契約方法
富士宮市公共施設への
太陽光発電設備等の
導入可能性調査業務

富士宮市公共施設への太
陽光発電設備等の導入可
能性調査の実施

4,950,000 アジア航測㈱静岡支店 指名競争入札

（4）環境監視測定事業
　市内の環境監視として、環境基準の定められている水質（水素イオン濃度（pH）、生物化学的酸素要求
量（BOD）、浮遊物質量、溶存酸素量、トリクロロエチレン、四塩化炭素等）、大気（二酸化硫黄、二酸化
窒素及び浮遊粒子状物質）、ダイオキシン類及び騒音（道路に面する地域）の調査を実施しました。
　ダイオキシン類の環境濃度については次のとおりでした。

区 分 調 査 場 所 測 定 結 果 環 境 基 準

大 気
山 宮 小 学 校 屋 上 0.028pg-TEQ/㎥

0.6pg-TEQ/㎥以下
中 央 消 防 署 芝 川 分 署 0.0077pg-TEQ/㎥

　道路に面する地域の騒音の調査は、自動車騒音の監視業務として実施しました。
　市内2路線の計18.0kmについて、騒音測定等に基づき面的評価を行いました。結果は次のとおりでした。

評� 価� 対� 象� 路� 線 評価区間
延長（㎞）

評価対象
戸数

環 � 境 � 基 � 準 � 達 � 成 � 状 � 況

昼夜とも達成 昼のみ達成 夜のみ達成 昼夜とも超過

戸数 ％ 戸数 ％ 戸数 ％ 戸数 ％

国 道 １ ３ ９ 号 5.3 619 511 82.6 62 10.0 0 0 46 7.4

県 道 富 士 富 士 宮 線 12.7 1,370 1,369 99.9 0 0 1 0.1 0 0

　道路に面する地域の環境基準は、地域の区分、道路の種類及び車線数に応じて昼間 60 〜 70dB、夜間
55 〜 65dB の範囲内で定められています。
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（5）市単独事業費補助金
環境保全資金貸付金利子補給
　事業所における環境保全のための施設整備や対策を促進するため、環境保全資金借入者に対し、その利
子相当額を年利 2.5 パーセント以内で最大 10 年間利子補給金として交付しています。
　令和 4年度は、前期は２者に対し５万 3,980 円、後期は 2者に対し 4万 2,180 円の計 9万 6,160 円を交
付しました。

9　地下水対策費
（1）地下水保全対策事業
ア　地下水資料の収集
　次の各観測等を実施し、市内各観測井の水位の変化等を継続的に観測するとともに、市内各湧水池の
湧水量を測定することにより、そのデータを地下水資料として収集しました。

ア　地下水位観測
　市内 19 か所の観測井（猪之頭、白糸、人穴、貫間、大中里、淀師、安居山、城山、万野原新田、湧玉、
井之頭中、猪之頭東、五斗目木、根原、外神北、大堤、淀師南、柚野、宮町）において、観測を実施
しました。

イ　湧水量
　岳南地域地下水利用対策協議会として、市内 13 地域（杉田、石原、元村山、粟倉、猪之頭、五
斗目木、西川、白糸の滝、淀師・渋沢、青見、よしま池、湧玉池、富士山二合目）22 か所で測定
を実施しました。

イ　地下水採取に関する条例に基づく届出
　静岡県地下水の採取に関する条例に基づく氏名等変更届出書を始め、20 件の届出を受理しました。
また、富士宮市自然環境の保全及び育成に関する条例に基づく井戸新設の届出を始め、７件の届出を受
理しました。
　なお、届出の受理に際しては、地下水の保全、適正利用の観点から必要な指導等を行いました。

ウ���湧水池の保全
　良好な自然環境の保全を図るため、富士宮市自然環境の保全及び育成に関する条例施行規則の規定に
基づき、湧水池の保存指定を行っています。
　令和４年度末現在で、保存湧水池は 16 か所です。

（2）水源保全監視事業
　自然水源の維持と水源保全の啓発を図るため、水源保全監視員 4人により 4地下水系の水源地及び保存
湧水池等の巡視活動を実施し、水源地等の監視に努めました。

（3）広葉樹育苗・植樹事業
　自然林の復元と地下水のかん養を図るため、1,000 本の広葉樹の育苗事業を実施し、市内の山林等に植
樹しました。広葉樹の育苗事業は、富士山自生の広葉樹の育苗を平成 9年度から継続して実施しています。
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第 2節　清　掃　費
１　清掃総務費
（1）環境美化啓発事業
　令和４年度環境月間ポスターコンクール入賞者の絵画をごみ収集車に描くとともに、小学校 4年生を主
たる対象として小学生社会科学習資料「ごみとわたしたち」を作成し、市内の小学校 21 校に配布するこ
とにより、美化意識の啓発に努めました。

（2）ごみ減量化等推進事業
ア　古紙等リサイクル活動奨励金
　古紙等リサイクル活動奨励金制度による助成を実施し、ごみ減量化の推進に努めました。
古紙等リサイクル活動奨励金交付実績

延べ申請団体数 回収重量（kg） 交付金額（円）
773 2,202,876.5 6,607,420

イ　古紙回収ステーション
　古紙回収ステーション事業として、古紙回収ボックス 31 か所の合計で 73 万 9,694 キログラムの古紙
を回収し、可燃ごみの収集量の削減を図りました。

ウ　ごみダイエットプロジェクト

時　　期 重 点 取 組
４月〜６月 古紙・雑がみの分別
７月〜９月 生ごみの水キリ、食材の使いキリ
10 月〜 12 月 食事の食べキリ
１月〜３月 衣類の分別

　市民一人につき、ひと月当たりりんご１個分を削減することを目標に3か月ごとに重点取組を設け、広報紙
やホームページ等で周知・啓発を行った結果、前年度比で305トンの可燃ごみを削減することができました。

（3）不法投棄ごみ等処理事業
　富士山麓一帯を中心として後を絶たないごみの不法投棄による環境悪化を防止するため、富士山麓環境
パトロール隊等の監視活動で発見された不法投棄ごみの撤去処理等を行いました。
委　託

名　　　　　称 概　　　　　要 金額（円） 委　託　先 契約方法
不 法 投 棄 ご み
処 理 委 託 業 務

不 法 投 棄 ご み の
撤 去 処 理 等 4,974,915 公益社団法人富士宮市

シルバー人材センター 随意契約

成果等
　市内 281 か所で発見された不法投棄ごみ 4.61 トンの撤去処理等を実施し、地域環境の改善を図りました。

（4）一般廃棄物収集事業
　ごみの収集については、民間事業者に委託して、可燃物は週 2回、不燃物は月 1回から 3回、粗大ごみ
と水銀使用製品は 3か月に 1回収集を行いました。資源ごみである瓶、缶、トレイ、紙パックは月１回、ペッ
トボトルは月２回収集を行いました。また、年末の可燃物の収集は 12 月 31 日まで実施しました。
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ア　収集実績

区　　　　　　 分 収 集 日 数（ 日 ）� 収 集 量 （ t ） 1�日平均収集量（t）
可 燃 物 305 23,456.86 76.91
不 燃 物 101 1,065.50 10.55
乾 電 池 101 34.54 0.34

瓶
生 き 瓶

60
5.24 0.09

カ� レ�ッ� ト 642.78 10.71

缶
ス� チ�ー� ル

60
167.45 2.79

ア ル ミ 94.65 1.58
粗 大 ご み 20 233.53 11.68
ペ ッ ト ボ ト ル 120 268.58 2.24
ト レ イ 56 16.52 0.30
紙 パ ッ ク 60 12.77 0.21
水 銀 使 用 製 品 20 6.75 0.34

イ　�委��託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

一般廃棄物収集運搬委託業務 市内（旧富士宮市全域）収集運搬 390,999,400 富士宮清掃㈱ 随意契約

一般廃棄物収集運搬委託業務 市内（旧芝川町全域）収集運搬 48,972,000 ㈲ 芝 川 清 掃 随意契約

（5）資源ごみリサイクル推進事業
　容器包装リサイクル法に基づく分別収集計画により、瓶（無色瓶、茶色瓶、その他の色瓶）及びトレイに
ついては月１回、ペットボトルについては月２回収集し、リサイクルのための中間処理等を次のとおり実施
しました。
委　託

名　　　　　　　称 概　要 金額（円） 委　　託　　先 契約方法

空 き 瓶 処 理 委 託 業 務 空き瓶中間処理 7,128,220 ㈲ 三 和 シ ス テ ム 輸 送 随意契約

ペットボトル処理委託業務 ペ ッ ト ボ ト ル
中 間 処 理 18,806,700 ㈱ 市 川 商 店 随意契約

ト レ イ 処 理 委 託 業 務 ト レ イ 処 理 726,880 ㈱ エ コ ネ コ ル 随意契約

市 町 村 負 担 分
再 商 品 化 委 託 業 務 再 商 品 化 処 理 527,026 公 益 財 団 法 人 日 本 容 器

包 装 リ サ イ ク ル 協 会 随意契約

（6）国・県支出金を伴う事業費補助金
合併処理浄化槽設置費補助
　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、下水道事業認可区域（補助金の交付申請を行う
日が属する年度の 4月 1日から起算して 7年を経過する日までの間に下水道の整備が見込まれない区域を
除く。）外及び農業集落排水処理施設区域外で合併処理浄化槽を設置した者に対し、富士宮市浄化槽設置
整備事業費補助金交付要綱に基づき、次のとおり補助金を交付しました。
なお、この事業は、国庫補助及び県補助の対象事業です。
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人　槽 １基当たりの補助金額（円）
補 助 実 績（ 交 付 額 ）

基数（基） 金額（円）

5

新設� 332,000 124 41,168,000

転換（汲取）� 600,000 6 3,600,000

転換（単独処理浄化槽）� 600,000 29 17,400,000

6 及び 7

新設� 414,000 19 7,866,000

転換（汲取）� 695,000 0 0

転換（単独処理浄化槽）� 695,000 6 4,170,000

8 から 10
まで

新設� 548,000 5 2,740,000

転換（汲取）� 916,000 0 0

転換（単独処理浄化槽）� 916,000 1 916,000

合　計 190 77,860,000

�

2　清掃運動費
清掃運動事業
　令和 4年４月 16 日から 20 日までを市内一斉の清掃運動期間として、市民を主体とした「第 58 回清掃運動」
を実施しました。

成果等
　河川、道路側溝等のしゅんせつ汚泥及び幹線道路の不法投棄処理に従事した職員は 113 人、清掃センター
への搬入車両は 45 台、搬入量は 38.41 トン、これに各区が独自で搬入した 103 台、22.02 トンを加えると、
総搬入車両は 148 台、総搬入量は 60.43 トンになりました。

3　じん芥処理費
（1）清掃センター搬入状況（令和�4�年�4�月�1�日〜令和�5�年�3�月�31�日）
ア　可燃物搬入量　　　　　　　　　（単位：t）� 　イ　不燃物搬入量� 　　　　　　　��（単位：t）

月 別 令和 4 年度 令和 3 年度 対前年度比 月 別 令和 4 年度 令和 3 年度 対前年度比

4月 2,860 2,982 ▲ 122 4月 248 316 ▲ 68

5月 3,003 2,989 14 5月 272 270 2

6月 2,876 2,964 ▲ 88 6月 284 299 ▲ 15

7月 2,965 3,045 ▲ 80 7月 236 264 ▲ 28

8月 3,253 3,080 173 8月 233 224 9

9月 2,872 2,899 ▲ 27 9月 276 344 ▲ 68

10月 2,885 2,790 95 10月 221 271 ▲ 50

11月 2,694 2,824 ▲ 130 11月 212 258 ▲ 46

12月 2,947 3,028 ▲ 81 12月 328 380 ▲ 52
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月 別 令和 4 年度 令和 3 年度 対前年度比 月 別 令和 4 年度 令和 3 年度 対前年度比

1月 2,699 2,727 ▲ 28 1月 227 242 ▲ 15

2月 2,356 2,368 ▲ 12 2月 214 230 ▲ 16

3月 2,809 2,828 ▲ 19 3月 296 338 ▲ 42

計 34,219 34,524 ▲ 305 計 3,047 3,436 ▲ 389

（2）じん芥処理事業
委　託

名　　　　　称 概　　　　　　　　　要 金額（円） 委　　託　　先 契約方法

清掃センター清掃業務 管理棟、渡り廊下、工場棟居住区
及び窓の清掃 2,178,000 ㈱東亜ビルサービス 指名競争入札

粗大ごみ処理施設等運転
管理及びごみ受入業務

清掃センター粗大ごみ処理施設運
転管理及びごみの受入等 90,895,200 テ ス コ ㈱ 指名競争入札

焼却炉運転管理業務 清掃センターの焼却施設運転維持
管理等 178,942,667 ㈱タクマテクノス 随 意 契 約

鞍 骨 沢 最 終 処 分 場
維 持 管 理 業 務 鞍骨沢最終処分場の維持管理等 31,600,800 テ ス コ ㈱ 指名競争入札

焼 却 灰 等 処 分 業 務
そ の １（ 主 灰 ） 焼却灰（主灰）のセメント資源化 13,592,535 UBE 三菱セメント㈱ 随 意 契 約

焼 却 灰 等 処 分 業 務
その 2（主灰・飛灰） 焼却灰（主灰・飛灰）の溶融資源化 14,714,696 中央電気工業㈱ 指名競争入札

焼 却 灰 等 処 分 業 務
その 3（主灰・飛灰）

焼却灰（主灰・飛灰）の焼成リサ
イクル 92,902,093 三重中央開発㈱ 指名競争入札

�
（3）施設維持補修費
ア　修　繕

名　　　　　称 概　　　　　　　　要 金額（円） 受注者 契約方法

焼 却 施 設 定 期 整 備
そ の １

クレーン点検修繕、1・2 号炉ストーカ油
圧シリンダー整備修繕、1・2 号炉燃焼用
空気予熱器清掃、1・2 号炉再加熱用空気
加熱器清掃、1号炉給じん装置下部シュー
ト交換修繕、1 号炉減温塔水噴射流量計
取替修繕、1 号炉減温塔水噴射流量調節
弁取替修繕、プラント用空気圧縮機点検
修繕、防雷環状線・耐雷機器点検、吸収
式冷凍機点検整備

48,400,000 ㈱ タ ク マ
東 京 支 社 随意契約

焼 却 施 設 定 期 整 備
そ の ２

トラックスケール点検整備、2 号炉ガス
冷却室耐火物打替修繕、2 号炉空気加熱
器ダストコンベヤ更新修繕、2 号炉空気
予熱器下部二重ダンパ更新修繕、各種定
量供給装置インバータ交換修繕、DCS 用
部品交換修繕、吸収式冷凍機点検整備

143,000,000 ㈱ タ ク マ
東 京 支 社 随意契約

活 性 炭 吸 着
塔 A 更 新 修 繕

鞍骨沢最終処分場浸出水処理施設活性炭
吸着塔Aの更新修繕 19,250,000

住友重機械
エンバイロ
メ ン ト ㈱

随意契約
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名　　　　　称 概　　　　　　　　要 金額（円） 受注者 契約方法

粗 大 ご み 処 理 施 設
サイクロンほか修繕

サイクロン修繕、バグフィルタ修繕、ト
ロンメルシュート ( 可燃側 ) 修繕、可燃
コンべヤ修繕

17,050,000
クボタ環境
エンジニア
リ ン グ ㈱

随意契約

1 号 炉 焼 却 炉 天 井
耐 火 物 打 替 修 繕 1号炉焼却炉天井耐火物の脱落部打替修繕 13,200,000 ㈱ タ ク マ

東 京 支 社 随意契約

イ　委　託

名　　　　　称 概　　　　　　　　要 金額（円） 委託先 契約方法

焼 却 施 設 保 全 工 事
発 注 支 援 業 務

焼却施設 ( 設備機器 ) 保全工事に伴う交
付金活用検討業務 8,250,000

㈱日産技術
コンサルタント
静岡事務所

指名競争入札

鞍 骨 沢 最 終 処 分 場
調整池内土砂撤去業務 調整池に堆積した土砂の撤去 8,360,000 明徳建設㈱ 指名競争入札

鞍 骨 沢 最 終 処 分 場
調 整 池 内 土 砂
撤 去 業 務 そ の 2

調整池に堆積した土砂の撤去 9,878,000 ㈲藁昇建設 指名競争入札

鞍骨沢最終処分場土砂
流入防止計画策定業務

処分場内への土砂流入を防ぐための計画
策定、計画測量 3,960,000 富士設計㈱ 指名競争入札

ウ　工　事

名　　　　　称 概　　　　　　　　要 金額（円） 受注者 契約方法
鞍 骨 沢 最 終 処 分 場
浸 出 水 処 理 施 設
外 壁 等 改 修 工 事
( 長寿命化対象事業 )

屋根・外壁等の塗装及び給水ポンプユニッ
ト更新 54,076,000 ㈱ 旭 建 設

事後審査型
制 限 付 き
一 般 競
争 入 札

4　し尿処理費
（1）衛生プラント処理状況（令和�４�年�4�月�1�日〜令和�５�年�3�月�31�日）� � （単位：kℓ）

月　別 投入日数
（日） 投 入 量

投 入 内 訳 1 日 平 均 投 入 量
生し尿 浄化槽汚泥 投入日数割 月の日数割

令和4年� 4月 22 3,508.6 202.8 3,305.8 159.5 117.0
5月 21 3,166.8 189.2 2,977.6 150.8 102.2
6月 22 3,710.1 199.7 3,510.4 168.6 123.7
7月 23 4,332.8 179.8 4,153.0�� 188.4 139.8
8月 22 3,975.3 201.6 3,773.7 180.7 128.2
9月 22 4,201.6 184.7 4,016.9 191.0 140.1
10月 24 3,971.9 224.6 3,747.3 165.5 128.1
11月 21 3,765.6 212..0 3,553.6 179.3 125.5
12月 21 3,838.4 247.2 3,591.2 182.8 123.8

令和5年� 1月 20 3,673.7 143.8 3,529.9 183.7 118.5
2月 20 4,011.9 195.8 3,816.1 200.6 143.3
3月 24 4,543.7 202.9 4,340.8 189.3 146.6

計 262 46,700.4 2,384.1 44,316.3 178.4 128.1
令和3年度実績 259 44,335.4 2,520.3 41,815.1 171.3 121.5
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（2）し尿処理事業
ア　委�託

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先 契約方法

汚 泥 槽 清 掃 業 務 各汚泥槽に蓄積された、砂・腐敗した
汚泥の除去及び槽内の清掃業務 4,840,000 八 光 海 運 ㈱ 指名競争入札

脱水汚泥処分業務 し尿・浄化槽汚泥の処理過程で発生す
る脱水汚泥の焼却再生業務 7,038,944 ㈱ ミ ダ ッ ク 随 意 契 約

衛 生 プ ラ ン ト
運 転 管 理 業 務 し尿処理設備の運転及び維持管理業務 31,680,000 浅野アタカ㈱ 随 意 契 約

�
イ　負担金補助及び交付金

名　　　　　　称 概　　　　　　　　　　　要 金額（円） 支　　　出　　　先

し尿分離液処理負担金 脱水処理水を星山浄化センターで処理
するための負担金 9,741,879 富士宮市下水道事業

第３節　火葬場費
火葬場運営費
１　富士宮聖苑の利用状況

火　　 葬　　 件　　 数　　（ 件 ） 霊 柩 車 使 用 回 数　（ 回 ）
市　民 市外住民 小　計 小動物等 合　計 市　民 市外住民 合　計
1,635 47 1,682 250 1,932 372 13 385

２　火葬場施設維持管理費
（1）指定管理者による管理

名　　　　称 概　　　要 金額（円） 指定管理者
富士宮聖苑管理業務 管理運営 37,826,351 ふじのみや斎苑管理グループ

（2）工　事

名　　　　称 概　　　要 金額（円） 受　　注　　者 契約方法
富 士 宮 聖 苑 長 寿 命 化
工 事（ 機 械 設 備 工 事 ）
（ 長 寿 命 化 対 象 事 業 ）

富士宮聖苑長寿命化工事

19,393,000 ス ミ ヤ ㈱

指名競争入札
富士宮聖苑長寿命化工事
（ 建 築 工 事 ）
（ 長 寿 命 化 対 象 事 業 ）

36,586,000 ㈱ 高 岡 塗 装

合 計 55,979,000
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